
～平成29年度交付決定額： 26,786 千円 平成30年度申請額： 6,937 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

　市民の文化遺産に対する関心と理解が深まるとともに、市民と民間団体及び行政との連携が図られ、文化遺産を
次世代に継承する機運の醸成と地域の活性化が期待される。また、八戸三社大祭の山車行事を含む「山・鉾・屋台
行事」のユネスコ無形文化遺産登録により観光客が増加することが見込まれ、本事業による成果が来訪者へのサー
ビス向上に繋がるとともにインバウンドの呼び水となることが期待される。
　以上のことを通じ、『第６次八戸市総合計画』で指標としている観光客入込数の増加に本事業が貢献し、八戸市
の魅力向上及び文化遺産の情報発信が図られ、地域の活性化が推進されることが期待される。

　本事業及び八戸市の他の部局において実施している事業を含め、それらの実施状況をみながら、今後どのように
進めていくべきか関係部局と検討中である。

地方公共団体
担当部局課

八戸市教育委員会社会教育課（文化財グループ）

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

文化遺産総合活用推進事業　実施計画

青森県八戸市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本実施計画に係る全体の企画・調整や、各補助事業に係る指導等は以下の担当課が行う。
　　教育委員会社会教育課：各補助事業における文化財の取扱等に関する指導・調整等
また、補助事業は次の団体が実施する。
　　あおもりデジタルアーカイブ・コンソーシアム
　　構成団体（八戸工業大学、株式会社テクノル、株式会社青森銀行、インフォコム株式会社）

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

　第６次八戸市総合計画（平成２８年策定）並びに八戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成２７年策定）を
踏まえ、地域の文化遺産、特に民俗分野における伝統文化の継承促進を図るとともに、それらを活用して地域活性
化を推進するため、平成２７年４月から平成３１年３月までの４ヵ年計画により、次のように取組を実施する。
　１年目は八戸三社大祭を中心とする情報収集とデジタルコンテンツ作成を行い、それらを発信するための基盤整
備を実施。２年目は収集範囲を民俗芸能に拡大しつつ、多言語対応化とコンテンツの拡充を行うとともに映像記録
の作成に着手。３年目は文化遺産を総合的に発信するためのサイト構築とコンテンツ作成、及び映像記録の作成・
配信を実施。４年目は既存システムの多言語対応への改修と文化遺産情報コンテンツの充実を図る。
　以上の取組を通じて、八戸市の将来にわたる文化遺産の継承と地域の活性化に繋がることを目指すとともに、本
事業終了後も、引き続き伝統文化を核とした八戸市独自の事業を展開し、文化と観光の振興を図り、地域の活性化
を推進する。

※第６次八戸市総合計画はURL（http://www.city.hachinohe.aomori.jp/index.cfm/9,93127,72,201,html）参照。
　八戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略はURL
　　　　　　　　　　　　　 （http://www.city.hachinohe.aomori.jp/index.cfm/9,85906,72,201,html）参照。

地域文化遺産活性化

平成 27 年度 ～ 平成

八戸市の文化遺産を活用した地域活性化事
業

【計画の改善時期】
　　平成３０年度

事業概要：
「八戸三社大祭のユネスコ無形文化遺産登録ＰＲ事業」として、小学生向けの解説本作成、パネ
ル展等を実施予定（八戸市単独事業）

事業概要：
「八戸三社大祭ＰＲ事業」として、特殊版ＰＲポスター作成・ミニ山車出張展示・記念オリジナ
ルグッズ作成、観光施設展示改修等を実施予定（八戸市単独事業）

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

30 年度

様式１－１



名 名名 名 名 名

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度平成 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

平成 30 年度 65 名

設定根拠３： 八戸市の人口社会減の状況から、現状維持を設定

進捗状況３： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値３： 【現状値】 平成 27 年度 65 名 ⇒ 【目標値】

目標区分３： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分３： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標３： 八戸三社大祭山車祭り行事保存会会員数 関連事業: ①②⑤⑥⑦⑧

名 名名 名 名 名

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度平成 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

平成 30 年度 3,500 名

設定根拠２： 平成27年度以前の過去10年間の平均2,385名に対し、最終的に約1.5倍の伸び率を目標に設定

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 17～26年度平均 2,385 名 ⇒ 【目標値】

目標区分２： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分２： 地域の文化遺産関係資料館、博物館等の年間入館者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 南郷歴史民俗資料館への年間来館者数 関連事業: ③④

年度

名 名 名 名 名 名

第６次八戸市総合計画が指標とする入込数の伸び率約1.3％を参考として、毎年度伸び率を1.3％
に設定

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31

設定根拠１：

7 実施計画における目標と期待される効果　別紙

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の祭礼行事等への入込客数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 八戸三社大祭の観光客数 関連事業: ①②⑤⑥⑦⑧

目標値１： ⇒【現状値】 平成 27 年度 【目標値】960,000 名 平成 30 年度 998,000 名

様式１－１別紙①



PV PV

平成 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

PV PV PV PV

～ 平成 29 年度

事業概要：
八戸市内所在の文化遺産を総合的に発信していくためのシステムとして「八戸市文化遺産情報
総合活用サイト」構築（平成29年度：文化遺産総合活用サイト構築）

評価指標区分： ・ホームページ閲覧数（ＰＶ数） （具体的な指標は次のとおり）

30 年度 平成 31

具体的な指標： 八戸市文化遺産情報総合活用サイトのアクセスカウンター（ＰＶ）累積数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 201 PV ⇒ 【目標値】 平成 30 年度 25,000 PV

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成

PV PV PV PV PV PV

事業③： 文化遺産情報発信事業（サイト構築） 実施団体：
あおもりデジタルアーカイブ・コンソー
シアム

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 29 年度

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度

八戸三社大祭及び関連芸能に係るコンテンツ作成（平成27年度：八戸三社大祭及び関連芸能に
関する継承用資料作成事業の一部、平成28年度：文化遺産情報の資料収集・記録作成、八戸三
社大祭大事典の構築）

評価指標区分：
・コンテンツダウンロード数（掲載ＨＰや動画共有サイトでの
再生回数等）

（具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 八戸三社大祭デジタルアーカイブシステムのアクセスカウンター（ＰＶ）累積数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 860,000 PV ⇒ 【目標値】 平成 30 年度 3,500,000 PV

事業概要：

30 年度 3,500,000 PV

30 年度 平成 31 年度28 年度 平成 29 年度 平成

文化遺産情報発信事業（八戸三社大祭関連コン
テンツ作成）

実施団体：
あおもりデジタルアーカイブ・コンソー
シアム

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 27 年度 平成

⇒

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 27 年度 ～ 平成 28 年度

PVPV PV PVPV PV

事業②：

 8（2）実施事業の概要　別紙

事業①： 文化遺産情報発信事業（システム構築等） 実施団体：
あおもりデジタルアーカイブ・コンソー
シアム

評価指標区分： ・ホームページ閲覧数（ＰＶ数） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 八戸三社大祭デジタルアーカイブシステムのアクセスカウンター（ＰＶ）累積数

目標値：

～ 平成 30 年度

事業概要：
八戸三社大祭を中心とした文化遺産情報基盤システム構築（平成27年度：文化遺産に関する情
報基盤整備事業の一部）、既存システムの多言語対応化（平成28年度：文化遺産情報配信事
業、平成30年度：①既存システム多言語対応）

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 27 年度

【現状値】 平成 28 年度 860,000 PV 【目標値】 平成

様式１－１別紙②



27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成

PV PV PV PV PV PV

事業概要：
事業で得られた成果を基にした普及啓発資料（『江戸時代の八戸三社大祭』・『八戸三社大祭
明治からの山車ものがたりと山車繪図帳』）作成（平成27年度：八戸三社大祭及び関連芸能に
関する継承用資料作成事業の一部、平成28年度：普及啓発資料の作成）

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

30 年度 平成 31

具体的な指標： 八戸三社大祭デジタルアーカイブシステムのアクセスカウンター（ＰＶ）累積数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 860,000 PV ⇒ 【目標値】 平成 30 年度 3,500,000 PV

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 年度 平成

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 27 年度 ～ 平成 28 年度

PV PV PV PV

PV ⇒ 【目標値】 平成 30 年度

27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成

事業⑥：
文化遺産情報記録作成事業（普及啓発資料作
成）

実施団体：
あおもりデジタルアーカイブ・コンソー
シアム

27 年度 ～ 平成 28 年度

PV PV

事業概要：
事業成果を踏まえその発表を兼ねたシンポジウム開催（平成27年度：文化遺産に関する情報基
盤整備事業の一部、平成28年度：文化遺産普及啓発事業）

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

30 年度 平成 31

具体的な指標： 八戸三社大祭デジタルアーカイブシステムのアクセスカウンター（ＰＶ）累積数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 860,000 3,500,000 PV

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 年度 平成

27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成

事業⑤： 文化遺産普及啓発事業 実施団体：
あおもりデジタルアーカイブ・コンソー
シアム

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成

3,500 名

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 年度 平成

名 名 名 名 名 名

事業概要：
八戸市内の文化遺産を総合的に情報発信するコンテンツ作成（平成29年度：歴史民俗資料デジ
タル化、平成30年度：②歴史民俗資料デジタル化）

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

30 年度 平成 31

具体的な指標： 南郷歴史民俗資料館への年間来館者数

目標値： 【現状値】 平成 17～26 年度平均 2,385 名 ⇒ 【目標値】 平成 30 年度

事業④：
文化遺産情報発信事業（文化遺産情報コンテン
ツ作成）

実施団体：
あおもりデジタルアーカイブ・コンソー
シアム

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 30 年度



27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成

名 名 名 名 名 名

事業概要： 八戸三社大祭に使用する山車の修理及び修理現場の一般公開事業（平成27年度）

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

30 年度 平成 31

具体的な指標： 八戸三社大祭山車祭り行事保存会会員数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 65 名 ⇒ 【目標値】 平成 30 年度 65 名

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 年度 平成

27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成

事業⑧： 地域の文化遺産継承事業 実施団体：
あおもりデジタルアーカイブ・コンソー
シアム

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 27 年度 ～ 平成 年度

回 回 回 回 回 回

事業概要：
山車製作過程の映像収録及び過去に収録された映像を収集しデジタル化の上配信（平成28年
度：山車製作過程の記録作成、平成29年度：山車製作過程の収録）、お囃子の収録及び配信
（平成29年度：山車組7組「お囃子」の収録、平成30年度：③山車組14組「お囃子」の収録）

評価指標区分： ・記録映像の貸し出し（又は利用）回数等 （具体的な指標は次のとおり）

30 年度 平成 31

具体的な指標： ホームページ公開後の動画視聴回数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 100 回 ⇒ 【目標値】 平成 30 年度 3,000 回

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 年度 平成

事業⑦： 文化遺産情報記録作成事業（映像記録作成） 実施団体：
あおもりデジタルアーカイブ・コンソー
シアム

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 28 年度 ～ 平成 30 年度


